
成長性の分析は、基本的には２期間以上のデータを比較

析することをいう。企業にとって、最も重要である収益

することにより、企業の成長の程度やその要因などを分

性を高めるためには、企業の成長が不可欠であることか

ら、成長性分析が必要となる。なお、成長性分析の方法

には売上高、付加価値、利益額、

る方法と、

率を比較するなど、

成長率は、当期実績値を前期実績値で除して１００を乗

じて算出する。成長率が１００

スの成長を示しており、１００未満

成長を表す。一方、増減率は、当期実績値から前期実績

値を差引いた値を前期実績値で除し１００を乗じて算出

する。増減率がプラスであれば増加率であり、マイナス

の場合は減少率であることを意味する。成長性分析では

一般的に増減率分析が多用されている。

資本等の実数を比較す

総資本利益率、 売上高利益率、 回転率等の比

おおよそ２つの方法がある。

を超えている場合はプラ

であればマイナスの
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